
 

「かき幼生検出アプリ」開発の概要 

 

１．アプリ開発内容 

本アプリを開発するにあたり、物体検出アルゴリズムである EfficientDetを用いて「かき

幼生 AI画像検出システム」を構築しました。 

検出の対象となるかき幼生の発生状況は降雨や風・潮流等の影響により刻々と変化するこ

とから、迅速に検出結果を得るため、AIを活用した画像検出を採用しました。 

 

かきの幼生は、他の二枚貝幼生と比べて蝶番部分の膨らみ（アンボ）が大きいといった特

徴があります。また、採苗に適したタイミングかどうかは、幼生の付着期のみに発現する「眼

点」の有無を画像検出の指標として用いています。 

かき幼生は検出と同時に、①付着期サイズ(270μm以上)眼点あり、②付着期サイズ眼点な

し、③付着期より少し小さいサイズ(210～270μm)の３区分に分類され、この他にも採苗の妨

げとなる④フジツボ類の幼生も検出します。 

 

 

 

上記の「かき幼生 AI画像検出システム」をユーザーが使いやすくなるように設計したもの

が「かき幼生検出アプリ」です。 

 

従来、幼生の発生状況を確認する作業は広島県や一部のかき生産者にて行われていました

が、顕微鏡を使ってプランクトンネット採取サンプルを人の目で見て計測するといった手間

のかかる手法でした。これを AIによる物体検出で代替することで、1地点のサンプル(画像 1

枚)が 1分程度で検出でき、簡便で迅速な計測が可能となりました。 

 

2021年度より行っている広島湾内での実証試験では、幼生発生時期に定期的にアプリを利

用して発生状況を確認し、フジツボ幼生が発生している海域を避け、付着期サイズ眼点あり

のかき幼生が多く発生している地点に筏を設置して種苗を確保する、との活用方法をユーザ

ーに提案しています。 
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２．研究開発項目・スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


